これから、 否定側の立論を行います。

定義は肯定側にしたがい、現状を支持します。

では、プランから発生するデメリットを２点説明します。

デメリット１は「英語能力の低下」です。

まず、発生過程を説明します。

現在は、中学校から十分な授業時間の中で、体系的に英語学習をすることができています。


しかし、プランにより、小学校から英語を学習すると、
小学校の限られた授業時間の中では、断片的な知識や技能しか身につきません。英語の正しい体系を身につけることは出来ません。

大津由紀雄、慶應義塾大学教授と鳥飼久美子、立教大学教授共著『小学校でなぜ英語？』2002年より引用します。引用開始。

大津由紀雄・鳥飼久美子『小学校でなぜ英語？』（岩波書店、2002年）、pp. 26-27

「前に述べたように、小学生段階の子どもは外国語を身に付けるのにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(た),長)けています。その外国語が自然の場面で、しかも、それを母語とする人びとによって使われている環境で、その外国語に触れるのであれば、子どもはちょうどスポンジが液体を吸収するように、その言語の知識（文法や言語の使い方など）と技能（発音など）を、ごく自然に、しかも、迅速に身に付けます。問題は、子どもたちが触れる外国語が言語として不自然であったり、使われ方が不自然であったとしても、それにはお構いなく、小学校段階の子どものもつこの能力が発揮されてしまうという点なのです。現在考えられているようなかぎられた授業時間の中で、英語の正しい体系を身に付けることは望むべくもないのですが、断片的な知識や技能が身に付いてしまうことは、十分にありえることです。」引用終了。


次に、深刻性を説明します。

一度身につけた誤った知識や技能を捨て去ることは難しいことです。そのために、今まで以上に英語の知識や能力が低下してしまいます。

引き続き同資料より引用します。引用開始。

大津由紀雄・鳥飼久美子『小学校でなぜ英語？』（岩波書店、2002年）、pp. 28

「いちど身に付けた知識や技能を捨て去る(unlearn)というのはきわめて難しいのです。しかも、そのうえに正しい知識や技能を身に付けるとなると、その成功率は推して知るべしということになるでしょう。小学校の英語教育導入はまさにその危険を冒そうとしているのです。いうまでもなく、教育は将来にわたって子どもたちに大きな影響を与えます。信頼できる教師を確保する見通しもないまま、始められようとしている小学校での英語教育は、わたくしたちの目には危険な人体実験としか映らないといっても過言ではありません。」引用終了。
以上の理由から、 「日本は小学校に英語教育を導入すべきではない」と主張します。ありがとうございまし

た。

これから、 否定側の立論を行います。

定義は肯定側にしたがい、現状を支持します。

では、プランから発生するデメリットを２点説明します。
デメリット１は「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」です。
まず、発生過程を述べます。（※固有性から発生過程まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                     　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　                           

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    

（※　↑現状では問題がないということ＜固有性＞を説明してください。）

しかし、プランにより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と、　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    

（※　↑プラン後の世界、つまりどのように問題が発生するか＜発生過程＞を説明してください）

次に、深刻性を説明します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  　　　　　　　　　　　　
以上の理由から、「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」と主張します。ありがとうございました。
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�否定側は、定義は肯定側に従い、プランはなく、現状維持の立場です。


�デメリットを述べます。


�発生過程（＝固有性＋発生過程）を述べます。


�固有性（プランを採択しなければ問題はないということ）を述べます。つまり、今は問題は起きていないということを説明。ここはやや証明が難しい点です。


�発生過程（プランを採択するを問題、つまりデメリットが発生するということ）を述べます。


�深刻性（発生する問題、つまりデメリットは大きいということ）を説明します。


�最後に、結論を述べます。





